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研究成果の概要（和文）：縄文時代中期から後期、晩期と集落が営まれたエリ穴遺跡の出土土器から種実圧痕を
検出し，レプリカ法による圧痕の型どりと種類の同定を行い、1160点の種実の圧痕を抽出できた。ダイズに関し
ては，縄文時代中期後半に大型化した傾向がみられるが，このダイズ属が晩期まで継続利用されていた可能性が
あることがわかってきた。また、ヒエ・アワの出現期が晩期の終末の細別した土器型式の階梯において確認する
ことができた。中期から晩期まで継続した同一集落遺跡において，大型のダイズ属が確認された意味は継続して
きた可能性があり大きい。

研究成果の概要（英文）：Seed impressions were found on pottery excavated from the Eriana site, where
 settlements were located during the Middle, Late, and Final Jomon periods, and through the cast and
 identify the species of the impressions by the replica method, 1160 seed impressions could be 
extracted. We found that the genus soybean, which became large in the Middle Jomon period, appears 
to have been continuously used until the Final Jomon period. We were also able to confirm the 
emergence of common millet and foxtail millet in a detailed pottery-type stage at the end of the 
Final Jomon period. It is significant that large soybean species were found at the same village site
 from the Middle to the Final Jomon period. In addition, carbon and nitrogen isotope ratio analysis 
of charred material attached to pottery vessels confirmed the emergence of functional 
differentiation of plant food preparation in large and small deep-bowl pottery vessels of the Middle
 Jomon period.

研究分野： 日本考古学及び実験考古学

キーワード： 植物考古学　土器種実圧痕レプリカ法　土壌フローテーション法　縄文農耕論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義や社会的意義　300字
縄文人とマメ類のかかわりはその初期段階から深いことが、最近のレプリカ法による土器種実圧痕の研究で明ら
かになった。同中期になると中部山岳地域ではマメ類の発見例も増大してダイズ属の大型化も確認され、栽培さ
れた可能性も言われるようになった。これについてはまだ論ずる段階ではないので触れないが、本研究成果は、
縄文時代が定住化とともに初期狩猟・採集段階からマメ類や堅果類の栽培に向けた初期農耕段階にあって、終末
期の雑穀栽培を受け入れる社会構造が形成されてきた可能性があり、弥生時代農耕社会へ変革していく動態解明
へ大きな成果をもたらすと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

(1) 研究動向と位置付け 

これまでの植物考古学の進展により、縄文時代にダ

イズとアズキの種子サイズが大型化してきていることが

明らかになった。特に中部山岳地の縄文時代中期後

半には、現在の栽培種と同程度の大きさのダイズとア

ズキが土器の圧痕資料を中心に確認されているため、

このサイズの大きさを根拠に、ダイズとアズキは縄文時

代中期の中部山岳地で栽培化（ドメスティケーション）

されたと解釈されるようになった。しかし、「縄文時代の

マメがなぜ大きくなるのか、なぜ日本列島にそのような

大型化がおきたのか」「本当に管理や栽培で大きくな

ったのか」、その原因やメカニズムは全くわかっていな

い。また考古学の研究分野では栽培化を示す生業の

根拠、すなわち生産用具の機能研究や栽培遺構（ハ

タケ）が未検出など検証はまだ行われていない。はた

して本当に栽培化といえるのか、縄文時代のマメの存

在が確かなものになった今、この問いに迫る研究に着

手する時期に来ている。 

(2) 着想に至った経緯 

前科研研究(課題番号 25284154)では、中部山岳地

を中心とした地域において縄文時代中期後半にダイ

ズとアズキが大型化していることを明らかにした。さら

に、雑穀農耕が始まった縄文時代晩期後葉から弥生

時代初頭にも大型のダイズとアズキの存在を確認した。

ところが、この間の縄文時代後期後半から晩期前半に

は大型化したダイズやアズキの種子は見つかっていな

い。このことは、縄文時代中期後半に大型化した品種

が一度絶滅して、晩期後葉～弥生時代初期（突帯文

土器期）以降に新しい品種が大陸から入ってきた可能

性があることを示している。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、縄文時代に大型化したダイズとア

ズキの品種が弥生時代まで継続したかどうかを検証す

ることである。近年、縄文時代にサイズの大きいダイズ

とアズキの種子が見つかり、日本列島がダイズとアズ

キの栽培起源地の一つになる可能性が出てきている。

ただし、縄文時代に大型化したダイズとアズキの品種

が、現在の栽培ダイズとアズキの品種に系統的に繋が

るかどうかは、慎重に検討する必要がある。 

 

３．研究の方法 

本研究は、1）レプリカ法による土器種実圧痕の調査

と、2）フローテーション法(水洗浮遊選別法)による炭化

種実分析の 2 本柱で進め、長野県の縄文時代中期か

ら弥生時代の遺跡を対象に研究を進めた。 

1) レプリカ法による土器種実圧痕調査  

土器に残された植物の種子や果実の痕（圧痕）をシ

リコンで型取りし、走査型電子顕微鏡で観察するレプリ

カ法により調査を行う。これにより縄文時代の土器から、

特にダイズやアズキの痕跡を抽出し、そのサイズを計

測する。ダイズとアズキ以外の種子や昆虫類の圧痕も

同時に調べる。また圧痕が見つかった土器について

は写真撮影を行い、型式、時期、器種、圧痕の位置を

記録する。まれに大量の圧痕が見られる土器が見つ

かることがあるが、この場合は X 線 CT 画像解析によ

り、土器内部に残された潜在圧痕も調べる。 

2）フローテーション法による炭化種実抽出と分析 

 縄文時代～弥生時代の住居址や炉址、貯蔵穴の

埋土を採取し、分量を記録した上でフローテーション

法により炭化植物を選別する。水に浮いた炭化植物と

沈殿した土砂の両方を回収して乾燥させ、ここから実

体顕微鏡を用いて種子や果実を拾い出し、種類を同

定する。炭化マメの一部について放射性炭素年代測

定を実施して、後世の混入ではないことを確認する。 

 

４．研究成果 

①松本市エリ穴遺跡におけるレプリカ法による土器種

実圧痕の調査・研究 

松本市エリ穴遺跡は縄文時代中期、後期、晩期の

各期にわたり 5～6 棟の住居址を形成する集落址であ



り、土器はもちろん土偶付深鉢形土器や土偶、耳飾な

どの出土遺物が豊富である。もし一つの遺跡の中でマ

メのサイズの変化、すなわち、大型化の変化が捉えら

れれば、同じ環境条件の中で起きる事象として、栽培

化への大きな傍証となることは必定であり、本研究が

エリ穴遺跡を中心に研究を進めることによって大きな

成果が得られることは確実である。 

これまでにエリ穴遺跡だけでも 5000 点以上の土器

圧痕を調査し、3145 点の圧痕レプリカを採取した。こ

れらの圧痕レプリカについて、種類の同定を行った結

果、予想以上に膨大な資料が蓄積された。コロナ禍の

影響で多人数による協働作業ができなかった期間が

長くあり、未だ整理作業が追い付いていないため、報

告が遅れているが、以下にその概要を示しておく。 

 まず、マメ類については、大型のダイズ属種子の圧

痕が、縄文時代中期と晩期の土器から見つかった。縄

文時代中期のものは、長さが 11.5 ㎜程度であり、縄文

時代晩期のものは長さが 12 ㎜を超える。このことは、

少なくとも、エリ穴遺跡においては、縄文時代中期と晩

期に、大型のダイズ属種子を利用していたということが

いえる。問題はその継続性であるが、ダイズ属種子の

大きさからは、判定が難しいという結果となった。すな

わち、縄文時代晩期の大型ダイズ属種子の圧痕が見

つかった土器は、氷１式の土器であり、この時期には

既に大陸から伝来してきた栽培植物であるアワ・キビ

が見つかっている。実際に、本科研による圧痕調査で

も、エリ穴遺跡の氷１式土器からは、アワ・キビの種子

圧痕が大量に見つかっている。このことはつまり、縄文

時代晩期の大型ダイズ属種子は、アワ・キビとともに西

日本から伝来した、九州あるいは大陸由来の大型品

種である可能性もある。これまでの調査では確実な縄

文時代後期や晩期前半の大型ダイズ属種子の資料

はまだ見つかっていない。 

 一方、この大型ダイズ属種子が、縄文時代中期から

継続する地元のダイズの子孫である可能性も、間接的

に示された。その根拠として、エゴマ大の大型シソ属

（エゴマ近似種）果実圧痕が挙げられる。縄文時代中

期には、大型のダイズ属種子の圧痕が見つかる地域

では、中部地方を中心に、エゴマ大の大型シソ属果実

の圧痕が大量に見られる土器が多数見つかっている

（例えば、会田ほか 2015、山本・佐々木 2021 など）。

本科研のエリ穴遺跡における種実圧痕調査でも、エゴ

マ大の大型シソ属果実の圧痕が大量に見られる土器

が、縄文時代中期だけでなく、縄文時代晩期にも見つ

かっている。このことは、エリ穴遺跡においては、縄文

時代中期以来の大型ダイズ属種子や大型シソ属果実

を利用する文化が、縄文時代晩期まで継続していた

可能性が高いことを示している。 

 このように、本科研では、エリ穴遺跡のように、縄文

時代中期から晩期にかけて継続する複合遺跡におけ

る圧痕調査の重要性を示すことができた。今後、同様

の調査を各地に展開していくことで、縄文時代の大型

ダイズ属種子の継続性を明らかにすることができると

考えている。 

②松本市麻神遺跡における土器種実圧痕のレプリカ

および炭化種実調査・研究 

松本市麻神遺跡の出土土器について、レプリカ法

による土器種実圧痕調査と同定をおこなった。また住

居址炉跡の埋土 223ℓ のフローテーションを行い、分

析・同定を行い、その報告を完了し、大きな成果を得

ることができた。 

今回の調査により、麻神遺跡の住居址の炉跡から、

炭化種実ではアズキ亜属とダイズ属、キハダを多数見

つけることができた。土器圧痕では、縄文時代中期中

葉から後葉の土器にキハダとダイズ属、アズキ亜属、

シソ属が確認できた。17 住から出土したアズキ亜属の

放射性炭素年代は、およそ 4900 年前（2900 cal BC）

の縄文時代中期後葉初期の年代を示し、遺構に伴っ

て出土した土器の型式、平出Ⅵ類（曽利式）と矛盾し

ない結果となった。アズキ亜属とダイズ属の炭化種子

のサイズは現在の野生種と同程度で小さく、同時期の

諏訪湖北地域の岡谷市目切遺跡から出土したマメの



サイズと類似していた（会田ほか 2012）。このことは、松

本盆地と諏訪湖北地域では、4900 年前の平出Ⅵ類

(曽利式)の段階では、マメの利用は行われていたが、

まだ大型化は起きていなかったことを示している。また、

アズキ亜属とダイズ属の出土量と出現頻度から、アズ

キ亜属の方が、ダイズ属よりも多く利用されていた可能

性がある。アズキ亜属はダイズ属に比べて炭水化物の

含有量が多いことがその一因であることも考えられよう

か。 

麻神遺跡での成果は、松本盆地における縄文時代

のマメ類利用を考えるうえで重要である。八ヶ岳山麓

地域だけでなく、松本盆地においても、縄文時代中期

からマメ類の利用が盛んだったことを明らかにした。た

だし、縄文時代中期からすべての遺跡で大型のマメを

利用していた訳ではないことを明らかにした点が重要

である。大型マメの利用には地域差や時期差が見ら

れるので、今後はその時空間変遷を明らかにしていく

必要がある。 

③茅野市永明中学校校庭遺跡の炭化種実調査・研

究 

永明中学校校庭遺跡は、弥生時代後期を中心とし

た遺跡である。本科研実施期間中に発掘調査が開始

されたため、八ヶ岳山麓における縄文時代以降のマメ

の継続性を検討するうえで重要な遺跡であることから、

急遽調査対象とした。縄文時代に大型化したマメが、

稲作が主流となる弥生時代後期まで継続していたの

かどうかを明らかにすることで、大型品種の継続性を

検討することができる。この遺跡では、現在も発掘調査

を継続中であるが、これまでに 30 棟を超える弥生時代

の住居址が見つかっている。 

本科研では、茅野市教育委員会と協力して、これら

の住居址の炉の埋土のフローテーション作業を実施し

た。その結果、多数の炭化米が各住居から得られてお

り、コメを主要な食料とした集落だった可能性が明らか

になりつつある。現在、その詳細を分析中であるが、ダ

イズとアズキの炭化種子もわずかに得られた。このこと

は、弥生時代後期の稲作中心の社会になっても、ダイ

ズとアズキのマメ類の利用は継続していたことを示して

いる。ただし、縄文時代中期のマメのサイズよりも小さく、

これらのマメが縄文時代中期の大型マメの子孫かどう

か、その継続性については、さらなる検討が必要であ

ることが明らかになった。 

④ 中部山岳地域との比較調査 

縄文時代草創期～早期の長野県開田高原遺跡群

及び静岡県葛原沢遺跡、埼玉県寿能遺跡、新潟県壬

遺跡の出土土器の圧痕調査を行ったが、確実なマメ

類圧痕の検出はできなかった。中部山岳地域では表

裏縄文期をもって初見とする既成の事実を超えること

はできなかったが、草創期末には確実にマメ類が出現

して、中期後葉初期にピークとなって後期終末には極

度に減少する変遷の全容を示すだけの資料を蓄積で

きたことは大きな成果である。 

⑤土器付着炭化物の炭素・窒素同位体比分析研究 

東京大学米田穣氏から、土器付着炭化物について

資料提供の依頼を受け、共同研究として岡谷市花上

寺遺跡 70 点、同目切遺跡 120 点、原村大横道遺跡

112 点の総計 302 点(個体)の土器から炭化物を採取

し、炭素・窒素同位体比分析、残存脂質分析、残存デ

ンプン分析を進めた。炭化物の成因を分析し、その結

果と土器の形態及び容量との比較を試みることができ

た。その中で大小の土器の大きさの差の中に炭化物

の内面付着成因に相違があることが見えてきた。 

まだ全点の分析が終了していないことと分析例が少

ないことから結論は可能性があるに留めるが、大型土

器と小型土器では煮沸するモノが異なり、機能の上で、

使い分けがあることが明らかになってきた。 

縄文時代の植物質食料研究におけるマメ類利用の

検証を進める上で大きな手掛かりを得ることができた

が、土器のサイズにおける機能上の差異について、さ

らに多くの資料、特に地域を広げてデータを収集収取

し、確実な成果を上げる必要があろう。 

⑥土器胎土(器壁)を貫通するドングリ圧痕土器の調査 



縄文時代前期の秋田県上ノ山Ⅱ遺跡出土土器に

遺るドングリ圧痕について実調した。土器の胎土の厚

さを超える種実の混入は、土器をつくる粘土に種実を

混ぜる、あるいは混ざる意味を物語ってくれるであろう

と考えられたことから、本格的な調査を計画したものの、

コロナ禍で調査が中断したため、検討、考察を加える

段階まで進捗しなかったことは残念である。コクゾウム

シが 500 匹も入る例など、類例の蓄積をまだまだ継続

しなければならないと解釈して、今後とも考察を深めて

いくべき課題と受け取っている。 

 

まとめと今後の研究に向けて 

本科研では、縄文時代の大型マメの継続性を検討

するために、松本市エリ穴遺跡において、5000 点を超

える縄文時代中期から晩期までの土器の種実圧痕調

査を中心に行った。その結果、大型マメの継続と断絶

の両方の可能性が考えられ、この問題を結論付けるに

は、さらなる調査が必要であることが明らかになった。 

5000 点を超える土器圧痕の悉皆調査は、大学の研

究者や学生だけでは難しい。本科研では、代表者の

会田が組織した「岡谷市土師の会」や「八ヶ岳 jomon

楽会」など地元の考古学愛好家を中心としてこの作業

を継続的に行ってきた。このような地域に根差したプラ

ットフォームを構築することに成功したことも本科研の

成果の一部である。 

追加調査として、松本市麻神遺跡や茅野市永明中

学校校庭遺跡などの調査で、重要な知見を得た。大

型マメの利用は、隣接地域においても、地域差や時期

差があることが認められ、今後、マメ利用の時空間的

な変遷を知るためのデータを、土器の種実圧痕の調

査だけでなく、炭化種実とあわせて蓄積する必要があ

ることが明らかになった。さらに、中部山岳地域以外に

おける土器圧痕調査や土器付着炭化物の調査などか

ら、多角的にこの問題にアプローチすることができたの

も本科研の成果である。コロナ禍の中での研究であっ

たが、当初予定していた以上に研究の発展的展開が

あった。 

 本研究の柱である二つの研究方法では結果的に十

分な結論的成果まで進展できなかったが、前回科研も

含め 10,000 点以上の土器種実圧痕を調査して、マメ

類とシソ属果実が縄文時代の生業の中に色濃く存在

することを明らかにすることができた。このことは、縄文

時代の生業研究において植物質食料収穫の実態が

明らかにされない現状においては栽培を定義すること

はできないまでも、野生のマメ類やシソ属果実の管理・

収穫に、堅果類同様の比重を持たせていたことは間

違いないということが言えるであろう。 

本研究においても中部山岳地域では縄文時代晩

期後葉期にはアワ・キビの雑穀栽培段階に入ることが

確認できた。雑穀栽培(九州地域では稲作開始)から

弥生時代稲作が開始する前段階に、原初的植物質食

料の収穫があったことは、稲作開始に至る変容を説明

する上で必要な段階であることは論を待たないであろ

う。この初期農耕段階を原初農耕と位置付けることを

提唱し、生業研究において、その動態を解明するとい

う次の研究につなげたいと考えている。 
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